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藤島武二 《天平の面影》《諧音》そして《蝶》に

表象された雅楽と西洋音楽     (その1)

中田格子

           は じめに

 1905年(明 治38年),創 立10周 年 を迎 えた白馬会はそれ

を記念す る展覧会 として,新 作画 と共 に回顧 の展示が行

われた。そ の 『紀念画集』には,「茲 に回顧展覧会 なるも

のの一新例が我邦に於 て始めて開かれ た」 とあ る。黒 田

清輝は,新 作画5点 と,か つて ソシエテ・デ・ザル テ ィス

ト・フランセのサ ロ ンに入選 し,明 治美術会第5回 展に

も出品 した《読書》他45点 を,当 時す でに創作活動をやめ

ていた久米桂一 郎は,第4回 内国勧業博覧会に出品 した

《八坂の塔》他17点 を,和 田英作や岡 田三郎助等 も新作画

とともに白馬会 第1回 展 に出品 した作品他数点を展示 し

た。理由は分 らないが,藤 島武二は新作画を発表せず,

1902年(明 治35年)白 馬会第7回 展 で好評を得た 《天平の

面影》1点 のみであった1)。この回顧展に《天平の面影》1

点のみ と言 うことは,藤 島 にとって,当 時,こ の作品が

最 も意 味のあるものであった と言 うことであろ う。藤 島

は,後年,来 し方を振返 って,「私の学生時代」2)「足跡 を辿

りて」3)「思い出」4)等の文章 を残 してい るが,こ の時代 に

つ いては,「 『明星』の表紙絵は一 条成美 が死 んでか ら頼

み にきましたので画 きました」4)と言 う一行のみであ る。

シカゴの博覧会に出品す るつ も りで制作 した《桜狩》につ

い ては,「 私は百号位の《花見の図》を出品す るつ も りで,

徳川末期の風俗画を画 きました。」2)そしてこれは 明治美

術会第5回 展に出 され,森 鴎外 の『め ざま し草』誌上で批

評 として大変賞めてあ った とある4)。

 ヨーロッパ世紀末 美術 と出会い,そ して文部省留学生

として旅立つ までの6年 間につ いて,そ の時期に描いた

作品について,な ぜ藤 島は触れていないのであろ うか。

雑 誌『明星』が ヨー ロッパ世紀末美術 と出会 ったち ょうど

同 じ頃,藤 島も,ア ール ・ヌーヴォー,ユ ーゲン トシュテ

ィールの作 品,或 いは資料を手に してい る。 日本 で初 公

開 され た と思われ る,ア ル フォンス ・ミュシャ の ポスタ

ーが展示 された1900年(明 治33年)白 馬会第5同 展 のポス

ターは藤 島の制作であ ったが5),こ のポスターには,明

らかに ミュシャの《『ジスモ ンダ』のポスター》の影響が見

られ る。そ して これは同年 ニースで開催 された エキスポ

ジション・デ.ザ ッフィシュに出品 して銀賞を得てい る6)。
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また,雑 誌『明星』との交渉に よ り社会的活動範 囲 も拡 大

し,作 品の上か ら見て ももっとも充実 した時期 であった

はず なのに。藤島は黙 して語 っていない。

 当時,日 本に於て も紛れ もな く世 紀末 と言 う時が経過

していた。 この小論では,《 天平 の 面影》《諧 音》そ して

《蝶》とい う作品を通 して,そ の 日本 の世紀末の もつ,ほ

んの一 面な りとも明 らかに出来た ら幸い であ る。

 ブ リヂス トン美術館 は,藤 島武二の《画稿集》を所 蔵 し

てい る。 そ こには,《天平 の面影》《諸音》のため と思われ

る水彩,デ ッサ ンが あ り,《蝶》に関連があ ると思われ る

もの も入 っている。 この《画稿集》は和紙ニ ツ 折 り で 約

600頁 に及 び,1891年(明 治24年)頃7)か ら 「1929年(昭和

4年)」 の年記 のあるものまでを含んでい る。

 児島喜 久雄 は,1939年 に藤島について下記の ように述

べ ている。「す っか り脂 ぎって肥満 って了って 堂 々 とは

して居 るけれ ども,昔 の よ うな純な感 じは丸 で無 く,寧

ろ檜熊 に見えた」,そ して晩年の作 品につ い て,余 り枯

れ過 ぎて居て私にはち っとも面白 くない と8)。 しか し,

《画稿集》を見 ると,そ の昔 よ り,ず うっ と細 い糸 のよ う

に持 ち続けていた と思われ るものが,朧 気なが ら浮 び上

って くる。それは,西 方への憧 憬,と いった よ うな ロマ

ンテ ィシズムであろ うか。

            I

 1900年 夏頃,ヨ ー ロッパ世紀末美術 の資料を初めて見

たであろ うと思われ る藤 島は,1901年(明 治34年)1月 よ

り『明星』の挿絵 を描 き,2月 か らはその表紙絵 を担当す

るようになる。 同8年 月刊行 された,鳳 晶子の 『みだれ

髪』の装幀 も藤島の手にな るものであった。 これ らはア

ール ・ヌーヴォーの影響を色濃 く示 している
。 この年 の

白馬会第6回 展で発表 された《造花》は,明 るい 日ざ しが

差 し込む窓辺の仕事場で三色菫を作 っている少女 を描い

てい る。 この作品は風俗画の範疇に入 るであろ うが,俯

む く少女の横顔,そ して,窓 際の机 の上 にあるのは造花

であろ うか,百 合の花 等の草花 は,や は り,ア ー ル ・ヌ

ーヴォーの影響9)と見 ることが出来 ると思 う
。

 石井柏亭が,「洋風 画家が天平 の服装を利用 した 最 初

の試み として記憶 さるべ きである」10)と述べてい る《天平

の面影》は,1902年11月 発行 の白馬会第7回 展の画 集 に

は掲載 され ておらず,石 版画4点 と《雨後》《泊舟》《松》の

油彩 画3点 が載 ってい る。石版画(新 作の版画が展 覧 会

に出された のは,こ れが最初で最後であろ う)は,『明星』

との係わ りに因 るものであろ う。そ して,三 点 の油彩 画

は,モ ノクロームの図版で詳細は分 らないが,光 が大 き

く跳動 してい る明媚な風景画であろ う。 しか し,高 い賞

賛に浴 した《天平の面影》は,な ぜ 画集 に掲載 されていな



い のであろ うか。

 藤島が ヨーロッパ世紀末美術 の資料を手に した後に,

しか も世紀末的色彩の濃い《天平 の面影》が描かれ る以前

に制作 された,《造花》及 び《松》等 の油彩画は,《 造花》の

よ うに ヨーロッパ世 紀末美術 の影響を多少 とも指摘出来

ると して も,明 るい外光に包 まれた風景 画であ り,風 俗

画 であ った。では,《 天平の面影》が描かれた1902年 とい

う時期に,何 かそれを生み出す よう促す 出来事な り,要

因 な りが藤島の周辺にあ ったのであろ うか。

 この《天平の面影》は縦長の画面 で,桐 の木の下に佇み,

箜篌を両手で持 って胸 にあて,天 平時代 の髪型 と服装を

した女性が描かれてい る。背景 は金泥 で閉 され,大 理石

であろ うか,浮 彫装飾を施 され た低 い壁が,金 地の空間

と女性の立 ってい る空間を分 けている。そ し て「画面の

縦枠 と平行す る垂 直の桐 の木,頭 部を斜めに横切 る枝,

腰壁の水平線」11),桐の枝 と平行す る箜篌の弦の線,閉 ざ

された金地の背景 といったよ うに,画 面は単純に,直 線

的に,平 面的に,そ して ドラマテ ィックに構 成 されてい

る。そ こには静謐 な空気 と古代,天 平の良 き時代に対す

る憧憬 とともに畏敬 の念が感 じられ る。そ して この作品

には箜篌 とい う古代 の楽器を モテ ィーフに して,音 楽 と

い うものが視覚 的に表現 され てい るといえ よう。 また箜

篌 が描 かれた作 品に《天平時代》(29.3×29．5cm)12)とい う

のがある。船 の上,箜 篌 の横には坐 る女性が,箜 篌 の後

ろには子供が いる。背景は海,ま たは青水沼13)であろ う。

かなたに島が みえる。

 そ して1903年(明 治36年)白 馬会第8回 展で発表 された

のは《諧音》である。 藤島は この作品を 「未完成 のまま出

品 した 。これは,そ の後加筆改作 したが,意 に満 たず,

放棄 した様 である」14)らしいが,そ の展覧会評15)で,上 田

敏 は次 のよ うに述べ てい る。「前年天平時代の人物 を 描

いた よ りも,今 年は更 に進歩 され しものか,全 図 よく調

和 し,人 物の姿勢 自然に して,心 を音楽の妙境 に放遊 さ

せ て居 る心持が,充 分見 られ る」と。 「又同氏 の作 品に於

て多 とべす きは,粗 大な る思想,例 へば平凡 なる歌 に現

われた詩趣又は浅薄な る宗教思想,或 は露骨 なる忠孝愛

国等の観念を描 くことな く,(中 略)画 を以てせず んば現

は し難 き思想を人格化 して,趣 味ある作が成 された こと

であ る」と。蒲 原有明 もまた,そ の「展覧会評」15)で「藤島

武二氏は去秋《天平の面影》を出 して声名世 に布 く。その

姉妹作 とも見 るべ き《諧音》の一 図,ま たわれ等が讃嘆措

かざ るところな り。裸身 の女,膝 上 に阮咸 を載せ,右 手

を転軫に措 きて絃 を整へ,左 手 にこれを弾 き試みん とす。

この画の最 も好 きあた りは楽器を まさ ぐる繊手にあ り。

清秀 の面また言 う可か らず。豹皮器什花卉の装飾に至 る

まで一筆 苟 もせ ざる氏が特長た り」と述べて い る。現在

目にす ることの 出来ない この作品 も,古 代 の楽器,阮咸

が描かれ,音 楽 とい うものがやは り視覚的 に表現 されて

い るのであろ う。

 箜篌には鳳主箜篌,臥 箜篌,竪 箜篌 の三 種 が あ り,

《天平 の面影》や《天平時代》に描かれ ているのは竪箜篌で

あ る。西域 よ り伝来 し,原 型 は古代 アッシ リア浮彫に見

られ る竪型ハー プで,一 説 には西 の方へ伝播 してペタル

が付 きハー プとな り,シ ル クロー ドを経て東に伝わ り箜

篌 とな った。我 国へは初 め百済楽用 の小型の ものが伝来

し,「百済琴」と呼ばれ,柱 を帯 に挟み固持 し,両 手で弾

奏 した らしい。その弾 奏図は《東大寺戒壇院扉絵》の中に

あ る。そ して,や や遅 れて伝来 した唐楽用の大型の もの

が,単 に「くご」と呼ばれた らしい。その弾奏図は正倉院

《弾弓墨絵 》の中にある。 しか しいずれ も,平 安時代中期

の楽制の改革で,音 が小 さい とい った理由で整理 された

らしいので,現 存す る箜篌は正倉院南倉にあ る二張分の

残欠にすぎず,完 全 な ものは一張 もない。 しか もこの正

倉院伝来の ものは大型 の唐楽用 のものであ る。すなわち

《螺鈿槽箜篌 残欠銘 「東 大寺」》と《漆槽箜篌残欠》(現存長

は,148．5cm,137.8cm)で ある。 小型の「百済琴」は仏画

経典に描かれているだけで,す でに亡失 してい る。一 方,

阮咸は晋の竹林七賢 の1人 で琵琶 の名手であ った阮咸 が

愛用 した四絃琵琶 である。阮咸,ま たは阮咸 琵琶 と呼ば

れ,唐 代に一時 大流行 した。やは りこれ も西方起源 らし

い。 また,こ の阮咸 も平安 中期 に整理 され,正 倉院南倉

に《桑木阮咸 》,北 倉 に《螺鈿紫檀阮咸 》が完全な型で現存

してい るだけであ る。

 藤島が《天平の面影》を描 いた頃 の正倉院は一般公開 さ

れていない。 しか し,1889年(明 治22年)よ り,曝 涼期間

に一定資格者の参観 が許 され ている。それは皇室関係者,

高級役人,外 国高官そ して一部 の学者 であ る。藤島は拝

観出来たのだろ うか。 『美術画報』(12-4,1902年11月20

日)に掲載 された図版解説 には「未成 なるが故に軽 々しく

評 し去 ること能 わず,氏 曾 て寧楽 の古都に遊び,天 平時

代の遺 品を見,之 に依 て着想を得,更 に穿鑾を経,当 代

の面影を髣髴た らしめん とて,此 図を作 りた るものな り

と云 う」とあ る。 ここには藤 島が正倉院を拝観 し た とは

記 されていない し,阮咸 は完全な型で現存 しているが,

箜篌 は大破 している。藤島が「天平時代の遺 品」と言った

のは現在,奈 良正倉院事務所所蔵の2張 の箜篌(fig.1,2)

のことであ る。また東京国立博物館に2張 の箜篌(fig.3,

4)が 所蔵 されてい る。 これ ら2張 の箜篌 も藤島は確実に

見た と思われ る。 これ ら4張 の箜篌 は,大 破 している正

倉院 の箜篌の復原模型(《螺鈿 槽箜篌銘 「東大寺」》と《漆

槽箜篌》)であ るが,楽 器 として復原 されたわ けではない。

(楽器 として復原 されたのは,1974年(昭 和49年)日 本雅
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楽会 に よる ものであ り,東 京 国立博物館所蔵の箜篌を参

考 にしたそ うであ る)。 また,東 京国立博物 館は,阮咸

の複製 品二面(fig，5,6)も 所蔵 してい る。

 1892年(明 治25年)宮 内省に正倉院御物整理掛が設け ら

れ,宝 物の修理,複 製,復 原,整 理研究が 日露戦争 の勃

発す る1904年(明 治37年)ま で続け られた。1893年11月 よ

り赤坂離宮において,宝 物の修理,複 製,復 原模造 の作

業が開始 され,当 時一流の工 匠を擁 して豪華 な複製 品や,

今 日では想像の産物 として しか映 らない模造 品が作 られ

た。すなわち,古 楽器本来の機能構造 や音律 の面は従 と

して取扱われたのであ る。響板の後ろ,槽 の部分が刳貫

かれてお らず,音 は出ない し,大 変重た いものだそ うで

あ る。 しか し,漆 工品 としては,明 治期 の素晴 らしい作

品 ではないか と思われ る。 これ らの作業 は我 国の伝統工

芸の進歩 と保存に大 きく貢献16)した とい う。そ の箜篌を,

何時かは不明であ るが,藤 島は奈 良で見た。 またそれは,

1900年 パ リ万国博覧会 の為 に編纂 され,翌1901年 農商務

省 よ り出版 された,『稿 本 日本帝 国美術略史』にfig．1と

fig.2が 図版掲載 され ている。

 『美術新報』(1-9,1902年7月5日)に,帝 室 博 物 館 は

三 号館に於 て,美 術及 び美術工芸 品の模本の大規模な陳

列を行ない,第4室 には織物 と牙角竹木等の工芸品が展

示 された とい う記事 がある。東京 国立博物館には,そ の

時の陳列の記録が まった くな く,『美術新報』に載 ってい

る作品以外,何 が展 示された のか不 明であ る。 しか し,

当時完成 していたであろ う正倉院御物整理掛に よる箜篌

や阮咸 等正倉院 の工芸 品の模造複製品は,こ の第4室 に

陳列 された と思われ る。

 ブ リヂス トン美術館は,前 述 した ように,藤 島武二 の

《画稿集》を所蔵 している。その《画稿集》には,奈 良にあ

る,模 造品の箜篌(fig.1)と 帝 室博物館所蔵 の箜篌(fig.

4)の 墨 による模写(fig.7,8)が あ り,《螺鈿槽箜篌》(fig.

4)の 装飾模様の,鉛 筆に よるラフ・スケ ッチ(fig.9,10)も

ある。恐 ら く藤島は,帝 室博物館の展示を見て,こ のラ

フ・スケッチを したのであろ う。また,fig．7は,『 稿本 日

本帝国美術略史』に掲載 された図版を敷 き写 した も の で

あ る。その図版の解説に「柄 を地 に立 てて弾ずべ く」とあ

る。fig.8の 方は,藤 島が何 を参考 に模写 した のか不 明

であ るが,そ の 右 上に描かれているのは正倉院《弾 弓墨

絵》(fig．11)の中にあ るもので,前 述 した よ うに,こ れは

唐楽用の「くご」の奏法を示 した ものである。《天平時代》

(fig．12)に藤島はfig．1の 奈 良にある箜篌を モ テ ィー

フに大型の唐楽用の「くご」を描 いた こ とが 分 る。《画稿

集》には,百 済楽用の小型の箜篌,「 百済琴」の弾奏 図 の

あ る《東大寺 戒壇院扉絵》の墨 ・水彩 による 模 写(fig.13)

があ る。その右 頁の図は,京 都.上 品蓮台寺本《現在過去
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fig.1《正倉院模型漆槽答筏》

正倉院事務所蔵

fig.3《正倉院模型漆槽箜篌》

東京国立博物館蔵

fig.2《 正倉院模型螺鈿構築一答 銘「東大寺」》

正倉院事 務所 蔵

fig.4《 正倉院模型螺鈿槽箜箜篌 銘「東大 寺」》

1899年 作　東京国 立博物館蔵

fig．5《正倉院模型螺鈿紫檀阮咸》東京国立博物館蔵

fig．6《正倉院模型桑木阮咸》1899年作 東京国立博物館蔵



fig．11 《弾弓墨絵》

の部分　正倉院蔵

fig．7《画稿 集》

fig.8《 画稿集》

fig.12《 天平時代》

fig.9《 画稿集》

fig.10《 画稿集》 fig.13《 画稿 集》
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因果経(絵 因果経)第3巻 》の中に描かれている箜篌 を 抱

えた伎女(fig．14)(体 を正 面に,顔 をやや左に 向け,視 線

を左前方下に落 している。《天平 の面影》に描かれてい る

女性 も顔をやや左に向け,視 線 を左前方 に落 してい る。)

であ り(墨・水彩・鉛筆 に よる模写),藤 島は,こ の《絵因果

経》に出て来 る箜篌 を抱 えた伎女 か ら,《天平の面影》に

描かれている女性 のフォルムの ヒン トを得たのであろ う。

そ して,こ の《天平 の面影》に,小 型 の 百済楽用の「百済

琴」を描いた ことが分 る。

 1912年7月 の『美術新報』(10-9)に掲載 された藤島の画

室の写 真(fig.15)の 中に箜篌があ る。それは,藤 島の背

後 にある本棚 の上 に立 て掛け られて い る。藤島は《天平

の面影》を制作す るため,正 倉院模造の箜篌を もとに,そ

の小 型の複製,す なわ ち,こ の百済琴を造 らせたのであ

ろ う。 そ して,お ちか18)とい うモデルに持 たせて,《天平

の面影》を制作 した もの と思われ る。しか し,写 真の管篌

の文様 は,fig.4の 奈良の箜篌 と同 じもの,す なわ ち,

《天平時代》に描かれてい るもの と同 じものの ようである。

写真 の中の百済琴は《天平の面影》に描かれている箜篌 と

は 向きが違 うので,も しか した ら,写 真の中の百済琴 の

裏側 には,《 天平の面影》に描かれてい る箜篌 と,同 じ文

様が施 されてあ ったのか もしれない。 その文様,つ ま り,

《天平の面影》に描かれてい る箜篌 の文様 は,先 に述べた

《画稿集》の中に,そ の文様 の鉛筆 に よる細部 のデ ッサ ン

のあ る,fig.2の 帝室博物館所蔵 の箜篌 の文様を もとに

した ものであ る。

 この よ うに,奈 良で天平時代 の遺品を見,正 に,藤 島

が《天平の面影 》《天平時代》で描 こ うとしたのは,今 や完

型を見 ることの出来 ない古楽器,す なわち,く ごや百済

琴であったのであろ う。《天平時代》には,ほ ぼ,等 身大

の くごに坐像 を配 し,既 に実物は失 ってい る百済琴を描

くために複製 を造 らせ,《 絵因果経》に描かれている百済

琴 を抱 えた伎女か らフォル ムを借 り,《天平の面影》を描

いている。藤島が《天平の面影》の文様のモテ ィーフに使

った,先 端 に紐が付いて い るfig．4の 箜篌は,「下層 四

角懸箜篌」(『古今 目録抄』法隆寺五 重塔 の項)18),す な わ

ち「頭を 吊る」19)とい う特殊 な使用法があるが,藤 島は,

自らの絵の モテ ィーフとしてふ さわ しくない と思 った の

であ ろ う。 タブローには描いていない。

 また,藤 島は,竪 箜篌が描かれている ものを知 ってい

た。すなわち,箜 篌に関す る詳細 な知識 を持 っていた と

い うことであろ う。 もちろん,箜 篌 の復原が な り,そ れ

が発表 された時,そ れを説明す る もの,そ れに関す る何

らかの参考図があ った と思 われ るが,そ れ に して も,藤

島は豊かな古典の知識 を持 っていた よ うに思 える。

 《画稿集》の中には,《 天平の面影》の桐 の花の下絵 と思
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われ る図(fig．16,17),腰 壁(?)の 装飾模様 の ヒン トにな

ったのではないか と思われる素描が ある。桐 の花は水彩

で描かれてい る。膜壁 の模様 は鳳凰 ではないか と推察す

るが,《 画稿集》にあ るのは,正 倉院 の 《金銅鳳凰葛形裁

文金銅幡(鳳 凰模様 の華鬘)》(fig．18)で あ り,赤 チ ョー

クで模写 されてい る。(fig．19)

 さらに,《 画稿 集》の箜篌 の注記 に「正倉院御物」とあ る。

金色に輝 く背景を背に,鳳 凰模様 の低い壁 に護 られ,桐

の木の下,正 倉 院の箜篌 を抱 えて佇 む女性は,身 分の高

い人であろ う。 吉島の鳳凰は桐 の木 にのみ留 ま り,竹 の

実のみを啄ばむ とい う伝説が ある。 この伝説に 由来す る

吉祥文様の桐 竹鳳凰文 は,天 皇 の紋章 で もあ る。《天平

の面影》に描かれている桐 と鳳 凰は,そ の女性 の身 分 を

象徴す るものの ように思 え る。石井柏亭は,『 日本絵画

三代誌』の中で《天平の面影》に触れ な が ら,日 本画の方

には既に観山の光明皇 后が ある と,意 味あ りげに述べて

い るが,藤 島には光 明皇后 を描 こ うとい う構想あ ったの

であろ うか。(当 代 の面影 を髣髴た らしめん と言 っ て い

るが)背 景の空間は,光 輝 く畏 きそ の人ゆ え に,金 色で

塗 り込め られているのであろ うか。

 この ような木 の下 に女性 の立像を配置 した構図の もの

として,正 倉院 の《鳥毛立女屏風(樹 下美人図)》があ る。

この《樹 下美 人図》の模写(fig．20)も やは り,《画稿集》の

中にある。 これ は墨,色 鉛筆 で描かれて い る。《天平の

面影》の構 図は,こ の《樹下美人図》の構図に似てい る と

ころがある と思われ る。藤島は,こ の正倉院 御 物 の《樹

下美人 図》よ り,《天平 の面影》の構図の ヒ ン トを得たの

であろ うか。《絵因果経》も《樹下美人図》もともに平面的

な構成 である。加 うるに《天平の面影》もまた,平 面的な

構成 なのである。

flg.14上 品蓮台寺本《絵因果経 第三巻》(部分)



fig.15藤 島武二の画室

fig.18《 鳳凰模様の華鬘》正 倉院蔵

fig.16《 画稿集》

fig.19《 画稿集》正倉院には同形の華鬘 が12枚 ある。

fig.17《 画稿 集》 fig.20《 画稿集》
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 ところで《天平の面影》は,前 述の『美術画報』(fig.22)

のほか,『 美術新報』(1-14,1902年10月5日,fig．21),

『明星』20)に,図版が載 っている。『美術新報』と『明星』に

掲載 されてい る図版は同 じもので,右 下 に署名(T．FVJ-

ISHIMA)が あ る。久留 米・石橋 美 術 館 の《天平 の面影》

(fig.23)に は署名がな く, fig．21とfig.23は 明 らか に違

う作 品であ る。『美術新報』,『美術画報』とも掲載 され て

いるのは写真版 で,『美術新報』の タイ トル には《天平時

代 の面影(パ ンノー・デコラチ ー フ 半 隻)》(傍点 引用者)

とある。つ ま り藤島には当初,一 対,対 幅にす るとい う

構想が あったのであろ うか。 同誌(4-11,1905年8月20

日)に,白 馬会創立10周 年記念展 に関す る下記 のよ うな

記事が ある。「9月7日 よ り上 野公園5号 館南部 に 於 て

開催す る筈にて,今 回は10周 年 紀念展 を兼ね,新 作画の

外,会 員の旧作 中透逸 の作品を も出陳す る由,目 下新作

揮毫中の ものは,和 田英作氏 の衣通媛,岡 田三郎助氏の

神話,藤 島武二氏 の天平時代 美 人(先 年の作 と一対にな

るもの)」と(傍点引用者)。 つ ま り,こ の 『美術新報』(4-

11)に 記 され ている,1905年 に藤島が 「揮毫中」の作品,

すなわち《天平 の面影》はfig.21と 対幅にな るはずの も

のであ ることを示 してい る。第7回 展に出品 さ れ た《天

平の面影》と10周 年記念展に 出品 され るであろ うその作

品 とが異なる とい うことであ り,藤 島は《天平の面影》の

2点 目を描 いてい る とい うわけだ。その「揮毫 中」の作 品

が,現 在,石 橋美術館 にあ る《天平の面影》であろ うと思

われる。 しか し『紀念 画集』には,そ の《天平の面影》の制

作年 は1905年 ではな く1902年 とな ってお り,し か も,こ

の10周 年 記念展 に出品された《天平の面影》の図版 が見 つ

か らず,断 言はできない。 また,1902年 の『美術画報』の

図版解説 によ る と,白 馬会第7回 展(9月 か ら10月 に開

催)の 出品作 として,「未成な るが故に」とあ るが,『美術

新報』は10月5日 発行で あ り,『美術画報』は11月20日 発

行 であるのに「未成」とはおか しい。 この図版は署名がな

くて,梧 桐 の葉の部分は,久 留米の《天平の面影》と同じ

ように描かれ てい る。 しか し,桐 の花が『美術新報』の図

版 と同じように大 きい。婦 人の顔 付は三 図 とも少 しずつ

違 っている。 この『美術画報』の図版 の作品を改作 して,

久留米 の《天平の面影》を,10周 年 記念展 に出品 した とも

考 えられ る。 しか し,10周 年 記念展 には第7回 展 と同 じ

作品が 出品 され,「 揮毫中」の 作 品―― 久留米 の《天平の

面影》――が初めて出品 されたのは,1927年(昭 和2年),

「明治大正名作展」の時であった可能性 もある。藤島は第

7同 展に 出品 した《天平の面影》(fig.21)を いったい ど う

した のであろ うか21)。

 翌年描かれ,蒲 原有 明が《天平 の面影》の姉妹作 であろ

うと言 った《諧音》は対 幅を意 図 したのか不 明であ るが,

42 研究報告

2点(fig．24,25)あ った。 この2点 の 《諧音》は,横 坐 り

の半裸の女性が阮威の調弦 を している図で あ る。《絵因

果経》の中には,阮 咸を持 った女性は登場 しな い し,横

坐 りの人物 も描かれていないが,半 裸 の女性は 出て来 る。

それは天人であ る。《画稿集》の中に描かれ てい る 《絵因

果経》の模写は,上 品蓮台寺本以外,東 京芸術大学本(fig.

26),醍 醐報恩院本等があ り,そ こに描かれてい る 天人

か ら,藤 島は《諧音》の女性 の着想を得たのではないであ

ろ うか。《東大寺 戒壇院扉絵》も天人 であ り,や は り半裸

に描かれてい る。背景 はカーテ ンで,こ れ も平面的に構

成 されてお り,彼 女 は舞台 の上 に登場 してい るように さ

え思え る。 そ して膝 の上 に乗せ てい る阮成に よって,舞

台装置を変化 させている。 白馬会に 出品 した《諧音》の中

の阮威は《螺鈿紫檀阮威》で,そ の阮威の装飾模様 に合わ

せ て,蒲 原有明のい う「豹 皮器 什花卉」が描かれ ている。

一方
,児 島虎次郎旧蔵 といわれ,一 度 も公 の場 に出た こ

とのない《諧音》22)は,同様 な構成 ではあるが,そ の装飾

模様のない《桐木阮威》のゆえに「豹皮器什花卉」は描かれ

ていない。《螺鈿 紫檀阮威》の方 は《画稿集》に墨に よる模

写(fig.9)が あ り,鉛 筆による細部 のラフ・スケッチ もあ

る。(fig．27)そ の槽表面の捍撥(撥 うけ)の 図が水彩で描

かれている。(fig.28)《諧 音》の2点 に描かれてい る阮成

は,正 倉院御物 の複製 品である帝室博物館所蔵の坑底を

参考に して,藤 島は描 いた と思われ る。

 以上の ように見て くる と,宮 内省正倉院御物整理掛に

よる正倉院 の整理事業 の藤 島に与 えた影響は少なか らぬ

ものであった よ うに思 える。1934年 に初めて刊行 された

『藤島武二 画集』に石井柏亭は下記の よ うに述べてい る。

「35年の《天平 の面影》に至 って其装飾的傾向がは っ き り

示 され る様 になった。 これは多分正倉院御物の箜篌其 他

が帝室博物館 の為 に模造 された頃に起 った,上 古の憧憬

と関連す る所があ ったか も知れぬ」と。藤島個人の み が

その影響 を受けたわけ ではないのであろ う。 た とえば,

1903年1月 市村座 で初演 された森鴎外原作『玉匣両 浦島』

の,初 めに登場す る女 の童に正倉院の楽器をかた どった

ものを持 たせた23)とい う。 しか し,御 物 整理掛 に よる正

倉院 の整理事業 に関す る資料は,現 在の正倉院事務所 に,

何一つ伝わ っていないそ うであ る。 また,こ のこ とが正

倉院 の七不思義 の一 つだそ うである。現在 の正倉院 にと

って,あ の当時の御物整理掛に よる事業 の資料は参考資

料程度の もので しかないであろ う。 とはいえ,日 本近代

美術に投射 された,そ の影 の部分が如何 に少 さ くとも,

その資料が何一 つ伝 来 してない とい うことによ り,そ れ

が過 ぎ去 った時の襞の間に埋没 され て しまってい るとい

うことは 日本近代美術史に とって,と ても大 きな問題の

よ うに思え る。



fig．23《天平の面影》久留米 石橋 美術館蔵 fig.22『 美術画報』(1902年11月20日) fig.21『 美術新報』(1902年10月5日)

fig・24《諧音》白馬会第7回 展出品作 『明星』(1903年11月)に 掲載 fig.25 《諧音》

fig．26《画稿集》東京芸術大学本《絵因果経第八巻》の

模写 旧益田家本《絵因果経第七巻》の模写 他

fig.27《 画稿 集》 fig．28《画稿集》
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 明治美術会 に所属 していた頃の藤島は歴史的風俗 画や,

歴 史或 いは説話 を主題 とす る作品を発表 してい るが,白

馬会 においては,黒 田清輝 の影響を受け,「 新聞の三 面記

事 を描 くよ うに,日 常嘱 目の 出来事」24),光景を描いた,

写実 的な,外 光派的 な風景画,風 俗画を発表 している。

そ して,《天平 の面影》と《諧音》は,非 現実的な抽象的な

主題を持 ち,単 純 で,平 面的 な画面構成ではあ るが,あ

くまで も写実 的な手法 で描かれてい る。藤島の画業で,

終始 貫かれた もの,そ れは写実であ る。藤島は晩年病床

で内田巌 に「絵は写生が必要だがその写生を越 えた も の

でなけれ ばならない。 自分なぞ も結局写生以上 に出 られ

なかったので写生 で終 って しまった」25)と言 った そ うで

ある。

 《天平 の面影》は,白 馬会に初めて出品 された歴史的 な

構想 画であ った ろ う。《画稿集》の中の《天平 の面影》に関

連が ある素描 の中で,最 初にあ る の が,《 東大寺戒壇院

扉絵》の模写であ るが,こ れは1900年 以降の もの と思 わ

れ る。 それ とい うの も,1900年 以降に藤 島が知 った と思

われ る,ウ ージェーヌ=サ ミュエル・グラッセの《「ベル ・

ジャルデ ィニエール」の カ レンダー》の模写が その前 にあ

るか らであ る。つ ま り,藤 島が ヨー ロッパ世紀末美術 の

資料を見た後に,《 東大寺戒壇院扉絵》等が描かれ てい る。

ヨー ロッパ世紀末美術の影響を受け,そ れ に,或 いは西

洋絵画 に何が表現 されてい るかを知悉 していた と思われ

る藤 島が,日 本において,何 を描けば よいか を暗中模索

した軌跡が,《 造花》《画稿 集》《天平時代》《天平 の面影》

《諧音》そ して《蝶》とい う作品ではないであろ うか。

 仏教 説話,仏 の一代記《絵 因果経》か ら見 れ ば,《 天平

の面影》には,仏 の出家を妨 げ ようと音楽 で誘惑す る 伎

女 の,言 わば「凡夫の音楽」を,一 方《諧音》には,仏 を讃

え,花 を散下 し伎楽を奏す る天人の,言 わ ば「天界 の楽」

と言った よ うな,相 対的な主題が隠され ているよ うに も

思 える。

 また,雅 楽に対す る藤島の関心,或 いは興味はなみな

み ならぬ ものであ った ように思 え る。《天平 の面影》《天

平時 代》そ して《諧音》には,今 は使われ てい な い雅楽の

楽器が描かれ,皿 章で述べ るつ もり で あ る が,1904年

(明治39年)白 馬会第9回 展 に出品された《蝶》は舞楽の曲

『胡蝶』よ り題材を得て描かれ た ものであろ うと思われ る。

西洋絵画,と りわけ世 紀末美術 に描かれてい る「蝶」には

象徴的な意味が込め られ ている。一方 この『胡蝶』に も,

東洋的な呪性 とい った象徴 的な意味が込め られてい るこ

とは明 らかであ る。

            Ⅱ

 Panneaux Decoratifs,す なわ ち,装 飾パ ネルを アル

フォンス・ミュシャは,19o0年 パ リ万 国博覧会 に25点 出品
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して い る。 同年 の 白馬 会 第5同 展 のポ ス タ ー(fig.29)は,

前 述 した よ うに,ミ ュ シ ャ の《『ジス モ ン ダ』の ポ ス タ ー》

(fig．30)か ら ヒ ン トを 得 た 藤 島 の 手 に な る もの で あ っ た。

上 田 敏 と与 謝 野鉄 幹 に よ る,そ の 「白 馬 会 画 評 」26)で,フ

ラ ンス か ら来 た広 告 画 として 「始 め の 〈シ ャ ンパ ン〉の広

告 画 の 如 き は西 洋 に幾 ら もあ って,普 通 で あ る が頗 る上

乗 の もの で あ ろ う,注 意 を 惹 く為 に 輪 郭 は 大胆 で あ るが

彩 色 が柔 か です,ソ レか ら〈トラ ッ ピス トス〉派 の坊 さ ん

の姿 を してい る女 の 画 で す が,ア レも面 白 い,又 サ ラ ベ

ル ナ ー ル の芝 居 の広 告 が あ ります,立 っ て居 る の です が,

ア レは似 顔 の よ うに 見 え るが 巧 く画 い て あ る」とあ る。

こ こで 言わ れ て い る「サ ラベ ル ナ ール の 芝 居 の広 告」の 中

に ミュ シ ャ の《『ジ ス モ ン グ』の ポ ス タ ー》が あ った可 能性

は あ る。fig.31は 白 馬 会 の 会 場 写 真 で あ る。 向 って 左 に

藤 島武 二,長 原 孝 太 郎 らが い る。 右 に 展 示 され て い る の

は,カ ル ロス ・シ ュ ヴ ァ ーベ の 《「第1回 薔 薇 十 字 展 」の ポ

ス タ ー》と,ミ ュ シ ャの 《『トス カ』の ポ ス タ ー》で あ る。

こ の写 真 は も しか した ら,こ の 第5回 展 の時 の ものか も

しれ ない 。

 1902年 の 《天 平 の 面 影》が 出品 され た 白 馬 会26a)に,ピ

ュ ヴ ィス ・ド・シ ャ ヴ ァ ン ヌの《「石版 画100年 展 」の ポ ス タ

ー》
,ピ エ ール ・ボ ナ ール の 《「サ ロ ン.デ ・サ ン」の ポ ス タ

ー》等7点 の ポ ス タ ー が 展 示 され た 。 こ の1902年 の 白馬

会 に 展 示 され た ポ ス ター も,1900年 の 白馬 会 に展 示 され

た ポス タ ー も,誰 に よ って将 来 され たか 不 明 で あ るが,

白 馬 会 第5会 展 の前 に藤 島 は そ の ポ ス タ ーを 見 た と思 わ

れ る。

 当 時,ミ ュ シ ャ と同 じチ ェ コス ロヴ ァキ ア の 出身 で,

ウ ィー ン分離 派 に 属 して い た版 画家,エ ミー ル ・オ ル リ

ッ クが,1901年6月 頃 ま で 日本 に滞 在 し てい た27)。1900

年 の 白 馬会 に,オ ル リ ッ クが 日本 で制 作 し た も の を,

「中 央 の一 部分 幾 個 の 小 品所 狭 き ま で に懸 け られ 」27)とあ

る よ うに展 示 され た。 とす る と,オ ル リッ クは,1900年

夏 頃 に は,も う来 日 して いた の では なか ろ うか 。 オ ル リ

ッ クに よっ て もた らされ た と分 っ てい るの は,エ クス ・

リブ リス28)(蔵 書 票)で あ る。 そ の他 に ヨ ー ロ ッパ 世 紀 末

美 術 の 資料 を,オ ル リ ックが 日本 に持 って 来 た か ど うか

不 明 で あ る。 しか し,ヨ ー ロッパ 世 紀 末 美 術 に つ い て 語

る こ とが 出来 た 人 物 であ った こ とは 確 か で あ る。1900年

に藤 島 は オ ル リ ック と会 って い る。(fig．32)29)『 美 術 新

報 』(1－16,1902年11月15日)に 下 記 の よ うな 記 事 が あ る。

「先年 我 国 に来 遊 して一 部 洋 画 家 に 清 爽 な る感 化 を 与 え

た 墺 太 利 人 は 本 年 開 か れ た セ ッセ シオ ニス ト展覧 会 に 出

品 して大 い に好 評 を 博 した る由 」と。 そ の 清爽 な る感 化

が い った い どん な もの で あ った か 分 らな い が,し か し,

何 か はあ った の で あ ろ う。



 また,『太陽』(6-10,1900年8月)に 目下英国に発行す

る美術雑 誌の内有名 なるものと し て,Studioの 他3誌

をあげ,「 スチ ュデオは大 に進歩主義に て 多方面に意を

用い,毎 号各 国美 術界現今 のす うせい云 々」と紹介 し て

い る。 この頃Studioが もう日本 に入 り始めたのではな

いか と思われ る。

 パ リ万博に出張 して,1900年10月 に帰 国した元東京美

術学校図案科教授,福 地復一 は,グ ラ ッセの《「マル ケ・イ

ンク」のポスター》他18点 のポスター30)を持帰 り,現 在,

東京芸術大学に所 蔵 され ている。黒 田清輝 らもヨーロッ

パ世紀末美術の資料を数多 く持帰 った とい う。1901年7

月18日,黒 田と久米桂一郎は二 人で,洋 画課助教授連他

7名 を招待,7月23日 には藤島が黒 田を招待32)してい る。

この夜 の話題 の中心が,も ちろんパ リ万博 や ヨー ロッパ

世紀末芸術等 であ った ことは想像に難 くない。

 このよ うに,1900年 前後 よ り,ヨ ーロッパ世紀末 美術

が 日本 に将来 され始 め,そ の新 しい芸術の渦は近代化の

道を歩む極東 日本 に大きな波紋を巻 き起 したのであ った。

《画稿集》には,L'Ｉmageの 表紙 の模写が あ り,そ の右頁

に,作 者,題 名は不 明であるがPanneaux Decoratifs

があ る。(fig.33)《 天平の面影》をその ような「パ ノオー・

デコラチ ーフ」風の対幅の装飾画す る構想 が,当 初藤島

にあ り,そ の構想が成就 され ることがなかった とした ら,

そ の構想を人知れず棄て去 った とした ら,藤 島に とって,

《天平 の面影》は失敗 作であ ったのであろ うか。 《天平 の

面影》と《画稿集》のPanneaux Decoratifsを 比較 して

見 た場合,《 天平 の面影》は対幅に構成 されている ように

思えない。

 《諧音》は失敗作 であった。「《天平の面影》とは又 趣 き

異に した一 層古 典的落着 きのあるものであ り,当 時玄人

評 も一般的に よか った と思 うが」32)と,石井柏亭が 述 べ

てい る《諧音》は,作 者 の手 によ り放棄 された。それは上

田敏が,只 左手の フオア シオル トニ ング(短縮法)に,少

し不充分な点があ るとか,三 宅克巳が,何 んだか首が細

い とい う非難の声 もある ようだが33)とか述べてい るよ う

な ことではな くもしか した ら伎楽を奏す る天人の,そ の

理想 なる音楽を描 こ うとして,聖 な るものを宿す ことが

出来 なかったためではないであろ うか。

 しか し,《天平 の面影》さらに《諧音》に,音 楽 とい うも

のが,す なわち聴 覚 とい うものが視覚的に表現 されてい

ることは確 かな ことであろ う。

 藤 島は 《天平の面影》の タイ トルを,《 天平時代 の婦人

像》(白馬会 に出品 された時のタイ トル),《 天平時 代の面

影》(『美術新報』〈1902年10月5日 発行〉に掲載 された図版

のタイ トル),《 天平 の面影》(『美術画報』〈1902年11月20

日発行〉に掲載 された 図版 のタイ トル)と 短期間の うちに

fig.31「 白馬会会場写 真」の右隅 シュヴァーべ

(「第1回 薔薇 十字展」のポスター 》とミュシャ

《『トスカ』のポスター》

fig.30ア ルフォンス・ミュシャ

《『ジスモンダ』のポスター》

fig.29《 「白馬会第5回 展」のポスター》
『明星』(1901年2月)に 掲載

fig.33《 画稿集》

fig．32エ ミール・オルリック《日本人》

(《縮 図帳》)
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変えた。 それ は《天平 の面影》が古代の衣裳を着け,古 楽

器 を持 った女 人立像,す なわ ち歴史的な風俗画ではない

ことを示 してい るのではなか ろ うか。つ ま り,感 覚的な

ものを視覚化 しようとす る 藤 島の意図が,こ の 《天平の

面影》の タイ トルに現れ ているよ うに思 える。その『美術

画報』の英語のタイ トルがReminiscence of the Tem-

pyo Eraと なっている。 これは,箜 篌の追憶 と も.とれ

る。すなわち持主 であ り,そ の胸に持たれた,光 輝 く畏

き人 の温 も りな りを憶 えてい るか と言 った ような,つ ま

り,聴 覚 とともに皮膚感覚を も表現 されてい るように思

える。藤 島自身意識 した のか ど うか不明であ るが,時 間

的 なものが表現 されてい るように も思える。 これ は 『明

星』 の持 つ ロマ ンテ ィシズムに相通ず るところがある。

そ して《天平 の面影》は詩人達の心の糸を震 わさず はおか

なか った。

 蒲原有 明は,有 名な同題名の ソネ ッ トを『明星』に発表

してい る。1902年10月 末,上 京 した石 川啄木 は,同 年10

月30日 か ら12月19日 にかけて,歌 日記『秋 　笛語』に箜篌

と思われ る楽器を詠み込んだ歌を作 っている。

相逢ふて霊の響の縦琴 にさめてすが りし袖てふ恋か

(11月15日)

また,『 明 星』(1902年12月)に

闇に馳 せて素琴 ひきゆ く星人 と調かな しか りが ね 渡

る34)

 「素琴」と出て くるが,こ れは箜篌の ことを指 している。

啄木が上京 した時 は,白 馬会は終了 していたが,明 星 の

例会 に出席 した り,与 謝野家を訪問 してい るので,詩 人

達 の間でこの《天平 の面影》が大 きな話題 になっていた の

であろ う。 また,盛 岡に居住 していたが,《 天平 の面影》

が再 び白馬会に 出品 された1905年 の「詩稿 ノー ト『あこが

れ』以後」に,啄 木 は下記 のよ うな詩を書いている。

わが立 つ汀 に

落 ち,ま た消 え し影あ り。

月照 る夜半 の忍びに

星人が しろがね の

箜篌を し奏でて空をゆ くと

影 のみ見せ しや,か りがね。(『か りがね』)

 この詩 と前 の「か りがね渡 る」と詠 ってい る歌 とは表裏
一体をな し,素 琴 は箜篌 のこ とであるとい う35)。また,

同 じ く「詩稿 ノー ト」に下 記のよ うな詩を書いてい る。
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    ―― 夢 白の裾長 らかに

枝づたひ幻 にひ く秋姫が

わかれ心に朽箜篌 の弛み緒な らす

浮鳴 りのそゝ 音走 る空名残

それ とし聞 くは,金 蝶 の

籠 ばなれせ し千万羽――(『みちの く神無月』)35)

 啄木 は箜篌が朽 ちてい ることを知 っている。 この前年,

1904年 の白馬会 に藤島が 出品 したのは《蝶 》であ った。 さ

らに,啄 木は柳暗花 明の巷に出 入 し,「絃歌 を天上 の楽

とした ことがあ った」とい う35)。これは まった く偶然 な

のであろ うか。 もっとも「絃 歌」とい うのは三味線 のこ と

をいったのか もしれ ないが。藤島武二 と石 川啄木 とは直

接 的な関係は まった くなか った と言 っていい と思 う。 し

か し,同 じ時間を共有 し,し か も同 じ空間を擦れ違 った

か もしれ ない詩人 と画家の呼応す る鋭敏な感受性 を感 じ

ざるを得 ない。

 しか し,藤 島が描いた古楽器 は音を出す ことが 出来 な

い。蒲原有明ではないが,「 いざ君奏で よ,箜 篌。」であ

る。1911年(明 治44年)に 藤島は装飾 画について,次 のよ

うに語 ってい る。 「装 飾画 と云 っても色や線だけ で はつ

まらぬ。 それ 以外 に理想－意味を看たせたい,其 題 目の

選 み方 は勿論取扱 に於 てもそ うあ りた い」36)と。 その理

想,す なわち,藤 島が 音楽 とい うものを描 こうとして,

「当代の面影 を髣髴 たら しめ んとて」とした,古 楽器を も

つ女性の背 後に楽 の調べ といった ものがあ るとすれば,

それは何であ ったのであろ うか。

 過 日,日 生劇場 で行 われた ワーグナー協会主催の シン

ポ ジウムで若杉弘氏は「現在,日 本 におけ る 洋楽文化が

1900年 前後の ワグネ リズムに端 を発 してい る 云 々」と指

摘 された らしい。藤 島が音楽 を愛好 していたか ど うか不

明ではあ る。 しか し,《天平 の面影》も,そ して また,《諸

音》も,その当時 の 日本 の音楽状況を色濃 く反映 してい る

よ うに思える。               (未完)

           (ブ リヂ ス トン美術 館学芸 部)



註

1)9月20日,藤 島は,フ ランス・イタ リア への留学 を命 じられ

  たが,そ れ以前に 内示があ ったか もしれない。
2)『 美術新論』(3-4,1928年4月)藤 島武二『藝 術のエスプ リ』中

  央 公論美 術出版社,1981に 再録

3)『 美術新論』(5-4,5,1930年4,5月)同 上

4)『 季刊美術』(4,1942年12月)同 上

5)『 明星』(11,1901年2月)p．21に,そ の ポスター の図版が載

  っている。 そ れ に は「昨年 の白馬会広告画」とあ り,ま た,

  「卅三年九月二十 日ヨ リ 十 月廿五 日マデ」と版刻 されている。

  つ ま り,こ れは 白馬会第5回 展のポ スターである。
6)『 明星』(18,1901年12月)p.42とp．43の 間

7)《 画稿集》の中に《桜狩》に描かれてい る駕籠のためであろ うと

  思わ れる,寸 法が 入っている駕籠の図面があ り,ま た,1891

  年 と1892年 に黒 川真頼は「古代の よそおい」とい う講演を して

  いるが,そ の講演 の全文 を藤島は《画稿 集》の中に書 き移 して

  いる。 この「古代の よそおい」は『国華』に1896年11月 よ り「本

  邦風俗説女子部」として連載 してい る。

8)児 島喜久雄「藤 島 さん」『美 術』(14-1,1939年1月,p.20)

9)藤 島の挿絵が初め て掲載 され た『明星』(10,1901年1月)に,

  ポール・ベル トンに よる 《草吹》が掲 ってい る。《造花》に描 か

  れ た少女 の横顔が,ベ ル トンの版画に よく似てい る。

10)石 井 柏亭『日本絵画三代誌』創元社,1942年(ペ リカン社,1983

  年,p.130)

11)内 田巌『画家 と作品』高桐書院,1948,p.69

12)《 天平時代》は,1952年 のブ リヂス トン美術館開館記念展の時

  に展示 されていたが,以 後行方不明であ る。

13)『 明星』(卯歳第1号,1903年1月)に 載 っ た,蒲 原有 明『天平
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  1月)(『 藝術のエスプ リ』中央公論美 術出版社,1982)
25)内 田巌『画家 と作品』高桐書院,1948,p.63

26)『 明星』(8,1900年11月)p．14
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27)吉 岡芳陵「エ ミール・オー リック」『太陽 』7-8,1901年7月,p．

  143.

28)『 明星』7,1900年10月

29)『 明星』(辰歳―1,1904年1月)に エ ミール・オル リ ッ クの版

  画《日本人と印度 人》が掲 載され ているが,こ の《日本人》の方

  が,ブ リヂ ス トン美術館所蔵 の《縮図帳》に貼布 してあ る。サ

  イン:「M Fujishima Emile 0rlik 1900」とあ り,『明星』

  の図版のは「0rlik 1900」である。《縮図帳》に『明星』に掲載 さ

  れた挿絵の試刷 りと思わ れる ものと一緒に貼込 まれてい る。

  そ して,こ の版画は長原孝太郎 も所蔵 してい たよ うであ る。

  (小野忠重「日本版 画の影響 を受 け た エ ミイル・オル リックの

  版画」『ア トリエ』12-1,1935年1月p.44)

30)新 関公子「アール ・ヌー ヴォーとポスター」(東京芸術大学蔵 ア

  ール ・ヌーヴォーのポス ター の カタログ)『昭和43年 度東京芸

  術大学附属芸 術資料 館年報』1969,pp.38～40,福 地復一に よ
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